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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
広汎性発達障害児における不安症状は、不安障害児の不安症状と比較して、しばしば評価困難で明
確でなく、不安障害の診断基準を満たさないことが多い。また、日常生活の支障となっているにもか
かわらず、こだわり行動などの広汎性発達障害の中核症状の一部とみなされて、近年まで注目されて
こなかった。これはまた、精神遅滞のない高機能広汎性発達障害児にもあてはまる。本研究の目的は、
操作的な不安障害診断基準を用いずに不安症状を評価することによって、高機能広汎性発達障害児が
一般集団児よりも高い不安を持つことを明らかにすることである。 
【対象と方法】 
対象は 2007年 5月から 2010年 9月までに大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を受診した
6歳から 15歳までの高機能広汎性発達障害児 46例である。スペンス児童不安スケール（親記入版）
などを用いて、高機能広汎性発達障害児の総不安と、分離不安、全般性不安、社交恐怖、パニック・
広場恐怖、身体外傷恐怖、強迫の 6つの不安下位項目について評価し、既報告における不安障害児お
よび一般集団児の不安と比較した。 
【結果】 
高機能広汎性発達障害児は、一般集団児と比較して、総不安と、分離不安、全般性不安、パニック・
広場恐怖、身体外傷恐怖、強迫、つまり、社交恐怖を除く全ての不安下位項目で有意に高い重症度で
あった。また、高機能広汎性発達障害児は不安障害児より、総不安と、分離不安、全般性不安、社交
恐怖で有意に低い重症度であった。 
【結論】 
高機能広汎性発達障害児の不安は、一般集団児の不安よりも高く、しばしば日常生活の支障となっ
ているにもかかわらず、不安障害診断基準を満たさないことがある。高機能広汎性発達障害児の診療
においては、従来よりも不安症状に注目することにより、不安の治療の機会を見逃さないようにすべ
きである。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
広汎性発達障害児における不安症状は、不安障害児の不安症状と比較して、しばしば評価困難で明
確でなく、不安障害の診断基準を満たさないことが多い。また、日常生活の支障となっているにもか
かわらず、こだわり行動などの広汎性発達障害の中核症状の一部とみなされて、近年まで注目されて
こなかった。これはまた、精神遅滞のない高機能広汎性発達障害児にもあてはまる。本研究の目的は、
操作的な不安障害診断基準を用いずに不安症状を評価することによって、高機能広汎性発達障害児が   
一般集団児よりも高い不安を持つかどうかについて検討したものである。 
対象は大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を受診した 6歳から 15 歳までの高機能広汎性
発達障害児 46 例である。スペンス児童不安スケール（親記入版）などを用いて、高機能広汎性発達
障害児の総不安と、分離不安、全般性不安、社交恐怖、パニック・広場恐怖、身体外傷恐怖、強迫の
6 つの不安下位項目について評価し、既報告における不安障害児および一般集団児の不安と比較した。 
その結果、高機能広汎性発達障害児は、一般集団児と比較して、総不安と、分離不安、全般性不安、
パニック・広場恐怖、身体外傷恐怖、強迫、つまり、社交恐怖を除く全ての不安下位項目で有意に高
い重症度であった。また、高機能広汎性発達障害児は不安障害児より、総不安と、分離不安、全般性
不安、社交恐怖で有意に低い重症度であった。 
これらの結果から、高機能広汎性発達障害児の不安は、一般集団児の不安よりも高く、しばしば日
常生活の支障となっているにもかかわらず、不安障害診断基準を満たさないことがあること、高機能
広汎性発達障害児の診療においては、従来よりも不安症状に注目することにより、不安の治療の機会
を見逃さないようにすべきであることを明らかにした。 
本研究は、高機能広汎性発達障害児の診療における不安症状の評価と治療の重要性を明らかにした
ものであり、博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 
 
